








部紀要』13, 2013, pp. 1-22．②「チベット語訳『妙法蓮華註』「授記品」和訳」
『身延山大学仏教学部紀要』14, 2014，印刷中．③「チベット語訳『妙法蓮華註』




蓮仏教研究』6, 2014, pp. 7-22.
　本章のタイトルは、鳩摩羅什訳では「化城喩」であるが、サンスクリットで























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（10） ［２］Skt. 156.2-5; Tib. 156.2-5; Chin. 22a20-23.
（11） 790b28:【２】經爾時有佛至劫名大相（22a20-23）　賛曰此告後三．




（14） ［４］Skt. 157.1-2; Tib. 157.1-2; Chin. 22a27-28.
（15） 790c4:【４】經於汝等意至不也世尊（22a26-28）　賛曰此問及答．












（19） ［６］Skt. 157.9-11; Tib. 157.8-10; Chin. 22b3-6.
（20） 790c23-25:【７】經爾時世尊至名大通智勝（22b3-6）　賛曰七頌分二初五頌頌久
時後二頌頌能見初復分二初一頌告佛名後四頌告劫數此初也．
（21） ［７］Skt. 157.11-158.6; Tib. 157.10-158.6; Chin. 22b7-14.
（22） 790c26-27:【８】經如人以力磨至如是無量劫（22b7-14）　賛曰此告劫數．
（23） ［８］Skt. 158.7-10; Tib. 158.7-10; Chin. 22b15-18.
（24） 790c28-29:【９】經如來無礙智至通達無量劫（22b15-18）　賛曰此頌能見也．





















（31） ［12］Skt. 159.10-160.2; Tib. 159.9-160.2; Chin. 22b25-28.
（32） 791b1-2:【13】經適坐此座時至常雨此華（22b25-28）　賛曰三散華華積如須彌明
知他受用身也．
（33） ［13］Skt. 160.2-6; Tib. 160.2-4; Chin. 22b29-c1.
（34） 791b3-5:【14】經四王諸天至亦復如是（22b29-c1）　賛曰四作樂伎音渠倚反藝也
女樂作妓有作伎立也經文乘便故說乃至終恒樂供養．
（35） ［14］Skt. 160.7-8; Tib. 160.5-7; Chin. 22c2-3.
（36） 791b6:【15】經諸比丘至三菩提（22c1-3）　賛曰第三說得道．








（39） ［16］Skt. 160.10-161.2; Tib. 160.8-161.2; Chin. 22c4-6.
（40） 791b21:【17】經諸子各有至往詣佛所（22c4-6）　賛曰二詣佛也．






















（45） ［18］Skt. 161.12-13; Tib. 161.12-13; Chin. 22c19-20.
（46） 791c19-21:【22】經今者見世尊至稱慶大歡喜（22c19-20）　賛曰三有四頌半申歸
禮意有二初一頌標佛得道我等獲益後三頌半釋其所由此初也．





（49） ［20］Skt. 162.5-6; Tib. 162.5-6; Chin. 22c25-27.
（50） 791c29-30:【24】經今佛得最上至歸命無上尊（22c25-27）　賛曰遇益故歸禮．
（51） ［21］Skt. 162.7-11; Tib. 162.7-12; Chin. 22c28-23a1.
（52） 792a1-3:【25】經爾時十六王子至諸天人民（22c28-23a1）　賛曰此下第二請轉法
輪初長行後偈頌此初也安隱與樂憐愍拔苦．





（55） ［23］Skt. 163.1-2; Tib. 163.1-2; Chin. 23a4-6.
（56） 792a8-9:【27】經度脫於我等至衆生亦復然（23a4-6）　賛曰二有大利益故請．








（61） ［26］Skt. 163.8-13; Tib. 163.8-13; Chin. 23a13-15.
（62） 792a19-20:【30】經其國中間至忽生衆生（23a13-15）　賛曰光照幽冥卽二世界鐵
圍山間．
（63） ［27］Skt. 163.13-164.3; Tib. 164.1-3; Chin. 23a15-17.
（64） 792a21-22:【31】經又其國界至勝諸天光（23a15-17）　賛曰動照梵宮爲供請之漸．





（67） ［29］Skt. 164.11-165.2; Tib. 164.10-165.2; Chin. 23a21-26.
（68） 792b1-3:【33】經時彼衆中至遍照於十方（23a21-26）　賛曰此一天請求諸天之中
具威德者將生之時光明先現故此疑言爲大德天生．
（69） ［30］Skt. 165.3-6; Tib. 165.3-5; Chin. 23a27-28.
（70） 792b4-6:【34】經爾時五百至推尋是相（23a27-28）　賛曰二尋光詣佛有二初持宮
華以推覓後見佛衆以忻然此初也．



















（75） ［33］Skt. 166.11-167.8; Tib. 166.11-167.8; Chin. 23b17-21.
（76） 792b18-19:【40】經爾時諸梵天王至度苦惱衆生（23b17-21）　賛曰此請轉法輪．





（79） ［35］Skt. 167.10-15; Tib. 167.10-15; Chin. 23b22-25.
（80） 792b28-29:【42】經又諸比丘至共議此事（23b22-25）　賛曰第二東南方大文亦四
初衆梵驚議．
（81） ［36］Skt. 167.15-168.10; Tib. 167.15-168.10; Chin. 23b25-c3.
（82） 792b30-c1:【43】經時彼衆中至度脫苦衆生（23b25-c3）　賛曰此一天請求．











（87） ［39］Skt. 169.14-15; Tib. 169.13-14; Chin. 23c17-19.
（88） 792c13-14:【47】經世尊甚希有至諸天衆減少（23c17-19）　賛曰歎希有也．





（91） ［41］Skt. 170.5-171.2; Tib. 170.5-171.2; Chin. 23c24-24a1.
（92） 792c17-19:【49】經爾時諸梵天王至忍善者增益（23c24-24a1）　賛曰此請轉也歎
佛生益忍善者增益謂入聖道其義可知．
（93） ［42］Skt. 171.3; Tib. 171.3; Chin. 24a2.
（94） 792c20-21:【50】經爾時大通至默然許之（24a2）　賛曰第四大段佛默然許．
（95） ［43］Skt. 171.4-14; Tib. 171.4-13; Chin. 24a2-11.
（96） 792c22-24:【51】經又諸比丘至爲佛出世間（24a2-11）　賛曰第三南方准前有四
此覩光驚議有二初衆梵驚議後一天請求．











 Skt. 173.7-174.4; Tib. 173.7-174.4; Chin. 24b1-8.
 793a1-2:【54】經爾時諸梵天王至當演深遠音（24b1-8）　賛曰請轉中初長行後偈
頌文意可知．
 Skt. 174.5; Tib. 174.5; Chin. 24b9.
 793a3-4:【55】經爾時至默然許之（24b9）　賛曰第四大段佛默然許．
 Skt. 174.6-7; Tib. 174.6-7; Chin. 24b9-10.
 793a5-6:【56】經西南方至亦復如是（24b9-10）　賛曰第四例餘六方事意同前恐
繁故例．
 Skt. 174.8-175.8; Tib. 174.8-175.7; Chin. 24b10-19.
 793a7-9:【57】經爾時上方至爲佛出世間（24b10-19）　賛曰第五上方有三無第四
許此卽覩光驚議有二初衆梵驚議後一天請求．
 Skt. 175.9-15; Tib. 175.8-14; Chin. 24b20-24.
 793a10-12:【58】經爾時五百至轉法輪（24b20-24）　賛曰第二尋光詣佛有二初持
宮華以推覓後見佛衆以忻然．




















 Skt. 177.8-9; Tib. 177.8-9; Chin. 24c15-16.
 793b5-6:【63】經佛爲世間眼至故現於世間（24c15-16）　賛曰此一頌釋佛能拔．
 Skt. 177.10-11; Tib. 177.10-11; Chin. 24c17-18.
 793b7-8:【64】經超出成正覺至喜歎未曾有（24c17-18）　賛曰二明見佛生喜．
 Skt. 177.12-15; Tib. 177.12-15; Chin. 24c19-22.
 793b9-10:【65】經我等諸宮殿至皆共成佛道（24c19-22）　賛曰第三段一頌請納
第四段一頌迴向．
（101） ［46］Skt. 178.1-13; Tib. 178.1-14; Chin. 24c23-29.
（102） 793b11-12:【66】經爾時五百至無量劫習法（24c23-29）　賛曰此讃請轉也一頌讃
一頌請．













 Skt. 179.1-2; Tib. 179.1-2; Chin. 25a2-3.
 793b26-27:【68】經若沙門至所不能轉（25a2-3）　賛曰二明餘所不能未正證故唯
佛可爲一切師故知一切故．




















































































































































（113） ［51］Skt. 180.1-5; Tib. 180.1-3; Chin. 25a15-17.
（114） 796b22-24:【73】經第二至得解脫（25a15-17）　賛曰此明第二第三第四會也彌勒
三會說釋迦不說會利益生機各不同故．
（115） ［52］Skt. 180.5-6; Tib. 180.3-4; Chin. 25a17-18.
（116） 796b25-26:【74】經從是已後至不可稱數（25a17-18）　賛曰此明衆多上明聲聞法
輪故無菩薩．












（121） ［55］Skt. 181.1-3; Tib. 181.1-2; Chin. 25a25-27.
（122） 796c14-15:【77】經爾時轉輪聖王至王卽聽許（25a25-27）　賛曰此明臣佐隨從出
家初請後許．














（129） ［59］Skt. 182.1-4; Tib. 182.1-4; Chin. 25b4-5.
（130） 797a4-7:【81】經說此經已至四千劫（25b4-5）　賛曰下第三段諸子傳燈有三一佛
入寂定二諸子說法三所度多少此初也知子根熟令子傳燈故入寂定．
（131） ［60］Skt. 182.5-8; Tib. 182.5-6; Chin. 25b5-8.
（132） 797a8-9:【82】經是時十六菩薩至妙法華經（25b5-8）　賛曰諸子請法利益旣衆說
法時長．
















































（143） ［66］Skt. 185.10-186.2; Tib. 186.1-3; Chin. 25c12-14.
（144） 797c9:【95】經爾時所化至弟子是也（25c12-14）　賛曰正結會之．





























































































































（168） ［78］Skt. 188.5-7; Tib. 188.5-8; Chin. 26a8-10.
 ただし『勝鬘経』の引用に対する翻訳を欠く。




















（175） ［81］Skt. 189.1-2; Tib. 189.1-2; Chin. 26a15-17.
（176） 800b4-7:【110】經若衆生至乃可得成（26a15-17）　賛曰此合中途方退若但讃佛
乘衆生不能以是得度久受勤苦故遂便退失佛道長遠倦時長故久受勤苦怖行大故．













































































（195） ［91］Skt. 195.9-196.4; Tib. 195.9-196.4; Chin. 27a6-7.
（196） 801b17-18:【129】經衆人皆疲倦至於此欲退還（27a6-7）　賛曰第二中途方退喩．
（197） ［92］Skt. 196.5-6; Tib. 196.5-6; Chin. 27a8-9.
（198） 801b19-21:【130】經導師作是念至而失大珍寶（27a8-9）　賛曰下第三有四頌爲
設化城喩分三初一頌起念次二頌化作後一頌勸入此初也．








（201） ［94］Skt. 197.1-2; Tib. 197.1-2; Chin. 27a14-15.
（202） 801c1-2:【132】經卽作是化已至各可隨所樂（27a14-15）　賛曰第三勸入也．
（203） ［95］Skt. 197.3-4; Tib. 197.3-4; Chin. 27a16-17.
（204） 801c3-4:【133】經諸人旣入城至自謂已得度（27a16-17）　賛曰第四衆倦皆息喩．
（205） ［96］Skt. 197.5-8; Tib. 197.5-8; Chin. 27a18-22.
（206） 801c5-7:【134】經導師知息已至當共至寶所（27a18-22）　賛曰此第二段頌今說
實喩初一頌標滅化後一頌半正告眞．




（209） ［98］Skt. 198.1-2; Tib. 198.1-2; Chin. 27a28-29.
（210） 801c13-15:【136】經旣知到涅槃至爲說眞實法（27a28-29）　賛曰下有五頌頌合
今說實有三初一頌標今說實次三頌勸捨權就實後一頌結之此初也．
（211） ［99］Skt. 198.3-8; Tib. 198.3-8; Chin. 27b1-6.
（212） 801c16-18:【137】經諸佛方便力至乃是眞實滅（27b1-6）　賛曰此勸捨權以就實
初一頌半勸捨權後一頌半勸取實．
（213） ［100］Skt. 198.9-10; Tib. 198.9-10; Chin. 27b7-8.
（214） 801c19-20:【138】經諸佛之導師至引入於佛慧（27b7-8）　賛曰此結成前．
〈付録〉漢文テキスト「化城喩品」の科文









790a5 0-1-3 十無上中…故此品来 『法華論＊』
790a14 0-1-4 十無上中…非文残也 『法華論＊』
790a18 0-2 釈名
790a22 0-3 解妨（問答） 『正法華＊』
チベット語訳『妙法蓮華註』 「化城喩品」和訳（望月）
（ 42 ）



























































































































































































































































































794a14: 1-1-2-2-2-3-1-2 釈名 『瑜伽師地論』五十五
794a24: 1-1-2-2-2-3-1-3 廃立 『瑜伽師地論』九十五








1-1-2-2-2-3-1-5-7 此四諦為世俗為勝義 『瑜伽師地論』五十五 ・ 六十四
1-1-2-2-2-3-1-5-8 諸諦相摂
1-1-2-2-2-3-1-5-9 苦有幾種















795a27: 1-1-2-2-2-3-2-2 釈名 『瑜伽師地論』『対法＊』『縁起
経＊』『対法』
795b18: 1-1-2-2-2-3-2-3 縁相 『成唯識論』『瑜伽師地論＊』（2）
795c10: 1-1-2-2-2-3-2-4 依世 『成唯識論』
795c17: 1-1-2-2-2-3-2-5 諸縁生摂 『摂大乗論』『弁中辺論』『瑜伽
師地論』『成唯識論（集論 ・
縁起経）』『倶舎論』（3）


















































































797c10:【96】 1-2-2 釈疑難 「有難言＊」
1-2-2-1 牒所疑之人
797c19:【97】 1-2-2-2 釈彼亦作仏 『菩薩処胎経』「如来寿量品＊」










































































































801b22:【131】 A-2-1-1-3-2 化作（2） 『説無垢称経』『説無垢称経＊』
801c1:【132】 A-2-1-1-3-3 勧入（1）
チベット語訳『妙法蓮華註』 「化城喩品」和訳（望月）
（ 53 ）
801c3:【133】 A-2-1-1-4 衆倦皆息喩（1）
801c5:【134】 A-2-1-2 頌今説実喩（2.5）
A-2-1-2-1 標滅化（1）
A-2-1-2-2 正告真（1.5）
801c8:【135】 A-2-2 頌合説（7.5）
A-2-2-1 頌合昔権（2.5）
A-2-2-1-1 初将離険（0.5）
A-2-2-1-2 中途方退（1）
A-2-2-1-3 為設化城（1）
801c13:【136】 A-2-2-2 頌合今説実（5）
A-2-2-2-1 標今説実（1）
801c16:【137】 A-2-2-2-2 勧捨権就実（3）
A-2-2-2-2-1 勧捨権（1.5）
A-2-2-2-2-2 勧取実（1.5）
801c19:【138】 A-2-2-2-3 結之（1）
〈キーワード〉
『妙法蓮華経玄賛』、『法華経』、「化城喩品」、基、慈恩大師
チベット語訳『妙法蓮華註』 「化城喩品」和訳（望月）
（ 54 ）
